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内 容 の 要 旨 
 
１．研究の目的と背景 




















条件下で Cs134+Cs137 の洗浄効果について実験を行った。次に Cs133 を指標とし最終処分場から
の浸出水への溶出特性等の基礎的実験を行い、埋立方法の違いによる Cs133 の溶出制御等に関する
確認実験を行った。実験は最終処分場の構造を模擬したライシメーター（高さ約２ｍ φ約２０㎝ 
アクリル製）を使用し、日 1 回の人工散水により、浸出水を発生させ、Cs133、Cl-、COD、EC 等
のモニタリングを行った。さらに浸出水中の Cs133、Cl-、EC の相関から近似式を導いた。次に福




Cs133 洗浄試験より、最も効率的な条件として、液固比 3～5 とした浸漬撹拌方式を見出した。
Cs134、Cs137 においても Cs133 と同様な洗浄効果も確認し、焼却残渣の洗浄を行うことにより、
安定的に Cs134+Cs137を 8,000Bq/kg 以下にすることが可能であることが確認された。埋立方法の
違いによる浸出水中の Cs 濃度のコントロールに関しては、未洗浄焼却残渣の場合、埋立層高を 1/2
にすることにより、溶出濃度を 6～28%、1/4にすることで 32～49%低減化することが可能であると
確認された。同様に洗浄焼却残渣の場合においては、埋立層高 1/2では低減化が確認されなかったが、



















 本論文は、平成 11年 3月の東北大震災に伴う津波により破壊された福島原発の影響により、福島
県を中心に広範囲にわたり放射能に汚染された樹木や家屋等の焼却により焼却残渣中に含まれる高
濃度の放射性物質の除染対策に関するものである。焼却残査中の放射性セシウムは 8, 000 ベクレル
/kgを超えるものは指定廃棄物として中間貯蔵施設への保管が義務づけられている。しかし中間貯蔵
施設の位置選定や建設に時間がかかる中、放置された放射能に汚染された焼却残渣による住民の健康
リスクが懸念されている。このような背景下、本研究では水洗除染により放射性セシウムを 8, 000
ベクレル/kg以下にし、通常の最終処分場に埋立処分し、水側に移行させた放射性セシウムは吸着剤
により分離することにより、保管量を最小に留め、健康リスク軽減を図ることを目的としている。 
本論文は以下の研究により構成されている。 
・安定セシウムを用いた室内実験による洗浄分離特性に関する研究 
・放射性セシウムを用いた洗浄分離特性確認研究 
・安定セシウムを用いた大型実証実験による浸漬洗浄および脱水時におけるリンシング技術の開発 
・埋立模擬槽（ライシメーター）による浸出水中の安定セシウムの溶出モニタリング 
・福島県下における放射能に汚染された焼却残渣を用いたベンチスケール実験 
上記により効率的な水洗方法として浸漬洗浄法および脱水時のリンシング技術の開発により、
90％以上の水洗分離を可能とした。また除染した焼却残渣の安全性を高めるため処分場における溶
出抑制方法および簡易モニタリング手法の開発を行い研究成果としてまとめた。研究にあたってはま
ず安定セシウムを用いて実験および実証を行った。次に安定セシウムと放射性セシウムの関連を確認
したのち、福島県下で実際に汚染された焼却残渣を用いてベンチスケール実験を行った。 
研究の社会的有用性については放射性セシウムの除染による地域環境の保全が挙げられる。学術的
価値としては放射性セシウムが金属等と反応し、不溶化する前に水洗除染、特に浸漬洗浄により効率
的なセシウムの分離が可能なことを実証により確認したこと、および放射性セシウムの分析には
ICP-MASを用いるが、塩化物イオンとの相関性が高いことから日常のモニタリングとして塩化物イ
オンや電気伝導率により簡単できることを見出した。また本研究は原発輸出国である韓国からも注目
され、事故時の除染方法として国際的にも注目されている。申請者は審査において審査員の質問、指
摘事項にも的確に回答および対応した。これらのことから本研究は学位論文に値するものと判断する。 
 
